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1 は じ め に

近年,収量の低下や品質の年次変動が大きく,そ の要因
の一つに苗質の低下や活着の遅延による初期生育が不安定
になっていることがあげられる。一方,稲体のケイ酸含有
率が高まることによって,葉身による光合成能力が高まり
乾物生産量が増加することが報告

t l)さ れている。そこで
初期生育を安定化する方策として,苗の段階からケイ酸を
供給して育苗期F85中 の苗のケイ酸吸収を促進させ,苗の乾
物生産を多くすることにより,苗質や活着の向上を図るこ
とを考えた。苗箱に施用する資材として pI1 5で あるシリ
カゲルに着日して試験を行い,前報')において苗質が向上
すること及び苗質が向上するメカニズムを明らかにした。
本試験では,シ リカゲルの苗箱施用による苗質や発根力の

向上及び生育・収量に及ぼす効果の現地農家における適応
性について検討した。

2試 験 方 法

試験は山形県立農業試験場庄内支場 (以下場内とする)

と現地農家20ケ 所で行なった。品種は `は えぬき'を用い
て,播種量は 1箱当たり催芽籾180gと して, ビニールハ

ウスで無加温出芽育苗を行った。育苗日数は24～ 28日 で
,

移植は5月 8日～14日 に行い,そ の他の肥培管理は山形県
の稲作指針に従った。ヶイ酸の処理としては,場内では

,

無施用とシリカゲルを 1箱当たり250g及び500g施用の 3

処理,現地では,無施用とシリカゲルを 1箱 当たり250～
500g施用の 2処理とした。

3調 査 方 法

(1)苗質 :苗丈は育苗終了後平均的な苗20本について調査
した。苗の地 L部の乾物重は平均的な苗100本 について常
法により乾物重を求めた。ケイ酸含有率は硫酸・過酸化水
素分解後重量法で定量 した。

9)発根数 :育苗終了後の平均的な苗20本について,せ ん
根処理をして水田に移植 し10日 後に回収 して,新根の発根
数及び新根の乾物重を積1定 した。
0生育調査 1最高分げつ期 (移植後60日 後)に 20株につ

いて茎数を調査した。さらに,平均的な3株を採取 し,常
法により乾物重を求めた。

14)収 量調査等 :収量は,場内は70株刈り,現地は50株刈
りによって求めた。さらに,成熟期の平均的な3株を採取
じ常法により乾物重を求めた後に,室素吸収量はケルダー
ル法で,ケ イ酸吸収量は重量法で算出した。

4 試験結果及び考察

“

)シ リカゲル施用が苗質に及ぼす影響
図 1に は,シ リカゲル施用の有無が苗の乾物重及びケイ

酸含有率に及ぼす影響について示した。これによれば,苗
の乾物重は,シ リカゲル無施用区の平均が13g/100本で

あるのに対して,シ リカゲル施用lXの平均が15g/100本
であり,シ リカゲル施用によって明らかに乾物重が優る傾
向であった。同様に:ケ イ酸含有率もシリカゲル無施用区
の平均が21%に対して,シ リカゲル施用区の平均が62%
とシリカゲル無施用区の約 3倍の濃度となった。
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図 1 シリカゲルの苗箱施用の有無が苗質に及ぼす影響

各農家及び試験場におけるシリカゲル施用区と無施用
区を同じ図にプロットした。Y=Xの線よりも上にある
点は,シ リカゲル施用によって向上効果であることを示 |
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図2に は,シ リカゲル施用の有無が苗の発根数及び根の
乾物重に及ぼす影響について示 した。これによれば,新根
の発根数は,シ リカゲル無施用区の平均が87本であるの
に対して,シ リカゲル施用区の平均が97本でシリカゲル

施用で新根の発根数が優る傾向であった。同様に,新根の

乾物重もシリカゲル施用区で無施用区よりも優る傾向であっ
た。

このように,シ リカゲル施用によって,苗質及び発根力
が優る要因としては,前報

2)で
示したように,シ リカゲル
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施用によって苗のケイ酸吸収量が増加し,苗の葉身の光合

成能力が向上 したことと苗の葉身の直立性の向上により光
の透過率が向上し,光合成産物の生産量が増加 したことが

考えられる。

12)シ リカゲル施用が生育・ 収量に及ぼす影響
シリカゲル施用によって,苗質や活着が向上したことが

生育に及ばす影響として,最高分げつ期における茎数と乾

物重及び1茎 当たり乾物重 (乾物重■茎数)の関連につい

て検討した。シリカゲル無施用区及び施用区の茎数はそれ

ぞれ600本/請及び641本/nf,同様に乾物重は159g/ィ
及び192g/ピ でぁり,茎数及び乾物重ともシリカゲル施

用で優る傾向であり,特に,乾物重の増加が顕著であった。

そこで,図 3に は,シ リカゲル施用の有無が最高分げつ期
の 1茎当たりの乾物重に及ぼす影響を示した。 1茎当たり
の乾物重はシリカゲル無施用区の平均が026gに対 してシ

リカゲル施用区の平均が030gで シリカゲル施用によって

1茎当たり乾物重が優る傾向であった。図 4に は,シ リカ

ゲル施用の有無が,収量に及ぼす影響について示 した。収

量はシリカゲル無施用区の平均が535kg/10aに 対 してシ

リカゲル施用区の平均が571kg/10aで シリカゲル施用に

よって収量的にも優る傾向であった。
(3)シ リカゲルの苗箱施用が養分吸収に及ぼす影響

次に,シ リカゲル施用が成熟期の稲体の養分吸収に及ぼ

す影響について検討した。図 5には,窒素吸収に及ばすシ

リカゲル施用の有無の影響を示 した。これによれば,シ リ

カゲル施用によって稲体の窒素吸収量力増 加する信向であつ

た。窒素施肥量は同一条件で試験を実施したこと,さ らに
,

シリカゲル施用によって地力窒素の無機化は促進されない

という報告めがあることから,稲体の窒素吸収量が増加 し
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た要因としては根の活力の向上による窒素の吸収促進が考

えられる。図 6に は,ケ イ酸吸収に及ぼすシリカゲル施用
の有無の影響について示した。ケイ酸吸収量はシリカゲル

無施用区の平均が96kg/10aに 対 して,シ リカゲル施用区
の平均が1∞kg/10aで シリカゲル施用によってケイ酸吸

収量も優る傾向であった。

5 ま  と  め

現地農家で実施 したシリカゲルの苗箱施用試験の結果 ,

シリカゲル施用による苗質・活着及び生育・収量の向上効

果が認められるとともに,本技術の現地適応性が高いこと

が示唆された。
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